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稲
作
体
験
事
業

　

米
っ
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
稲
作
体

験
事
業
も
今
年
で
10
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
、
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
小
学
生
を
中
心
に
１
３
２

人
の
参
加
者
が
15
ア
ー
ル
の
水
田

に
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
人
も
子
供
も
み
ん
な
泥
ん
こ

に
な
っ
て
、
一
生
懸
命
田
植
え
を

し
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
黄
金
に
輝
く
稲
穂
が

育
ち
、
稲
刈
り
、
そ
し
て
収
穫
感

謝
祭
と
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
こ
の
事
業
も
ひ
と
つ
の
耕
作

放
棄
地
の
解
消
対
策
で
す
。

場所：市川北高校裏　小川再生親子ふれあい農園内（５月15日）
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市
川
市
で
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
基
づ
き
市
川
市
農
業
施
策
の

規
範
と
な
る
「
市
川
市
農
業
経
営
基
盤

強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構

想
」
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
に
平
成
の
農
地
改
革
と

も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
農
地
法
や
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
改
正
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
６
月
に
基
本
構

想
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
農
地
利
用
集
積
円

滑
化
団
体
を
設
置
し
、
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
に
は
、

次
の
３
つ
の
事
業
が
あ
り
、
今
後
、
円

滑
化
団
体
が
定
め
る
事
業
規
程
に
お
い

て
実
施
す
る
事
業
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

⑴
農
地
所
有
者
代
理
事
業
（
必
須
事
業
）

　

農
地
所
有
者
の
委
任
を
受
け
て
、
そ

の
人
を
代
理
し
て
そ
の
農
地
を
担
い
手

等
に
売
渡
し
、
貸
し
付
け
又
は
農
業
経

営
、
若
し
く
は
農
作
業
の
委
託
を
行
う

事
業
で
す
。

　

ま
た
、
農
地
所
有
者
が
そ
の
農
地
に

つ
い
て
自
ら
耕
作
又
は
管
理
を
行
う
こ

と
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
、
貸
し
付

け
等
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
、
そ
の
農

地
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
に
除
草

等
の
維
持
管
理
を
行
う
事
業
で
す
。

⑵
農
地
売
買
等
事
業
（
任
意
事
業
）

　

農
地
所
有
者
か
ら
円
滑
化
団
体
が
農

地
を
買
い
入
れ
又
は
借
り
受
け
て
、
そ

の
農
地
に
つ
い
て
担
い
手
等
に
売
り
渡

し
、
交
換
、
又
は
貸
し
付
け
を
行
う
事

業
で
す
。

⑶
研
修
等
事
業
（
任
意
事
業
）

　

農
地
売
買
等
事
業
に
よ
り
買
い
入

れ
、
又
は
借
り
受
け
た
農
地
を
利
用
し

て
、
新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す

る
人
が
農
業
の
技
術
又
は
経
営
方
法
を

実
地
に
習
得
す
る
た
め
の
研
修
等
を
行

う
事
業
で
す
。

　

円
滑
化
事
業
の
実
施
が
適
当
と
認
め

ら
れ
る
区
域
は
、
市
内
全
域
（
市
街
化

区
域
及
び
農
業
上
の
利
用
が
見
込
め
な

い
森
林
地
域
等
を
除
く
）と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
川
市
で
は
今
後
、
関
係
機

関
と
協
議
を
行
い
今
年
度
中
に
は
、
農

地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
が
設
置
さ
れ

る
予
定
で
す
。

新
農
地
制
度
の
紹
介

農
地
の
賃
借
料
情
報

　

農
地
法
の
改
正
で
、
標
準
小
作
料
制

度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は

農
業
委
員
会
が
農
地
法
第
52
条
の
規
定

に
基
づ
き
実
勢
の
賃
借
料
情
報
を
公
表

す
る
こ
と
と

な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
情

報
は
、
市
内

農
家
が
平
成

20
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で

に
契
約
又
は

支
払
わ
れ
た

賃
借
料
で

す
。

　

毎
年
、
農

業
委
員
会
で

調
査
を
実
施

し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で

公
表
し
て
い

き
ま
す
の

で
、
契
約
更

新
な
ど
の
参

考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

農
地
を
相
続
し
た
ら
届
出
を

　

農
地
法
の
改
正
で
、
農
地
の
所
有
権

な
ど
の
権
利
を
相
続
等
（
遺
産
分
割
・

包
括
遺
贈
を
含
む
）
に
よ
っ
て
取
得
し

た
場
合
は
、
農
家
・
非
農
家
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
農
地
の
あ
る
農
業
委
員
会

に
そ
の
旨
の
届
出
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

相
続
税
納
税
猶
予
制
度

　

従
来
、
相
続
税
納
税
猶
予
の
適
用
を

受
け
た
特
例
農
地
を
貸
し
付
け
る
と
猶

予
が
打
ち
切
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
市
の
農
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
り

認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
に
貸
し
付
け

た
場
合
は
、
猶
予
が
継
続
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
猶
予
期
間
中
に
身
体
障
害
等

の
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
営
農
継

続
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
特
例
農

地
を
貸
し
付
け
て
も
猶
予
が
継
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
特
例
農
地
を
20
年
間
耕
作
す

る
こ
と
に
よ
り
、
納
税
免
除
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
免
除
制
度
が
廃
止

さ
れ
、
終
身
営
農
と
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
制
度
改
正
前
に
適
用
と
な
っ
た

納
税
猶
予
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り

20
年
間
の
営
農
で
免
除
さ
れ
ま
す
。

	 （10a/年額）

農地の区分 平均額 最高額 最低額

田の部（一律） 19,200円 25,000円 15,500円

畑の部（一律） 23,500円 30,000円 11,500円

樹園地の部（一律） 50,400円 60,600円 26,100円

市
川
市
農
業
基
本
構
想
の
改
正
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お
花
畑
づ
く
り
活
動

　

今
年
も
市
川
市
農
業
士
等
協
会
に

よ
る
「
お
花
畑
」
を
開
園
い
た
し
ま

す
。
６
月
９
日
に
柏
井
小
学
校
の
子

供
た
ち
と
一
緒
に
、
百
日
草
や
コ
ス

モ
ス
な
ど
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
市
民
の
方
に
都

市
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
も
の
で
、
平
成
９
年
か
ら
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
こ
の
活
動
が
耕
作
放
棄

地
防
止
対
策
と
し
て
評
価
さ
れ
千
葉

県
農
業
会
議
会
長
賞
を
受
賞
し
て
お

り
ま
す
。

会議開催状況
総会（定例委員会） 総会１２回 農地・農政付託調査等 30回

農地の権利移動（農地法第３条）
許可区分 件　数 田 畑 計 総　計

所有権移転 県　知　事 ２件 １２a １１a ２3a
２２9a

農業委員会 １２件 ２8a １78a ２06a
許可区分 件　数 田 畑 計 総　計

耕作権設定 県　知　事 0件 0a 0a 0a
0a

農業委員会 0件 0a 0a 0a

農地の転用
権利移動を伴わない転用（農地法第４条）
地　区 許可区分 件　数 田 畑 計 総　計

調 整 区 域 知事許可 ２3件 １55a 43a １98a
767a

市街化区域 市 届 出 １53件 １88a 38１a 569a
権利移動を伴う転用（農地法第５条）
地　区 許可区分 件　数 田 畑 計 総　計

調 整 区 域 知事許可 43件 ２１0a 7１a ２8１a
87１a

市街化区域 市 届 出 １75件 １１5a 475a 590a

貸借権の解約（農地法第18条）
解約区分 許可区分 件　数 田 畑 計 総　計

解約の申入れ 知事許可 0件 0a 0a 0a
7１a

合意解約 市 通 知 9件 40a 3１a 7１a

相続税の納税猶予
対象者数（平２２.1.1現在) ２１0人 平成２１年度中の申請件数 3件

農業委員会委員選挙人名簿（平２２.1.1調製）	 	  農地所有状況（平２１.8.1現在）
有権者世帯 有権者数 男 女 申告世帯数 田 畑 計
704世帯 １,7２7人 899人 8２8人 874世帯 49.１ha 569.0ha 6１8.１ha

平成21年度 農業委員会活動実績
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編

集

後

記

　
所
有
地
及
び
耕
作
地
に
関
す
る

　
　
　
　
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

毎
年
８
月
１
日
現
在
の
農
地
の
所
有

と
耕
作
の
状
況
等
を
調
査
す
る
た
め

に
、
農
家
の
皆
様
に
は
申
告
書
の
提
出

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は

３
年
に
一
度
の
全
件
調
査
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。
今
年
も
七
月
末
に
申
告
用
紙

を
配
布
し
ま
し
た
の
で
、
指
定
さ
れ
た

日
ま
で
に
農
家
組
合
長(

農
業
連
絡
員)

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
家
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
方

は
、
８
月
10
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
事

務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
は
、
農
政
上
の
大
切
な
基

礎
資
料
と
な
る
こ
と
や
、
農
地
の
権
利

移
動
や
相
続
税
納
税
猶
予
に
必
要
な
諸

証
明
の
発
行
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
の
７
月
に
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
農
業
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名

簿
へ
の
登
載
要
件
の
判
定
根
拠
に
な
り

ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
申
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
に
併
せ
、
利
用
権
設
定
調
査
や

耕
作
放
棄
地
調
査
も
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
業
新
聞
の
ご
購
読
を

「
全
国
農
業
新
聞
」
は
、
全
国
農
業
会

議
所
が
刊
行
し
て
い
る
農
家
の
た
め
の

情
報
紙
で
す
。
み
な
さ
ま
も
ご
購
読
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
、
購
読
料
月

額
６
０
０
円
（
送
料
込
み
）。
購
読
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
農
業
者
年
金
の
ご
案
内

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、

他
の
制
度
に
は
無
い
農
業
者
に
と
っ
て

安
心
で
き
る
制
度
で
す
。

一
定
の
要
件
が
あ
れ
ば
国
か
ら
保
険
料

助
成
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
若
し
く
は

Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
耕
作
放
棄
地
の

　
　
　
解
消
に
ご
協
力
を

　

農
地
法
が
改
正
さ
れ
、
従
来
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
耕
作
放
棄
地
調
査
が
法
制

化
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
で
は
、

毎
年
８
月
か
ら
９
月
に
調
査
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
調
査
で

は
、
35
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作
放
棄

地
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
所
有
者
す
べ
て
に
、

農
地
の
管
理
指
導
通
知
を
行
い
協
力
を

求
め
て
お
り
、
一
昨
年
に
比
べ
３
・
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
は
、
近
隣
の
農
地
に
影

響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
不
法
投
棄

や
残
土
の
投
げ
込
み
、
枯
草
か
ら
の
火

災
、
病
害
虫
の
発
生
な
ど
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
今
後
も
市
と
連

携
し
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
建
議
策
定
委
員
会

　

農
業
委
員
会
で
は
、
市
川
市
に
対
し

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
「
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
」
を
行

う
た
め
、建
議
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
建
議
策
定

に
あ
た
り
、
３
８
７
名
の
農
家
の
方
々

か
ら
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
市
川

市
に
届
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
事
務
局
の
人
事
異
動
○

　

本
年
４
月
１
日
付
け
で
農
業
委
員
会

事
務
局
の
定
期
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。

　

転
入　

事
務
局
次
長　

吉
田　

博
雄

�

（
前
市
営
住
宅
課
長
）　

　

転
出　

副
主
幹　
　
　

鈴
木　

忠
弘

（
教
育
委
員
会
青
少
年
育
成
課
主
幹
）

　

退
職　

事
務
局
次
長　

井
原　

慶
一

　

市
内
農
業
者
は
少
数
派
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
市
内
農
家
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
厳
し
い
農
業

環
境
の
中
で
毎
日
、
頑
張
っ
て
お
ら
れ

ま
す
こ
と
は
、
誠
に
頭
が
下
が
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

参
議
院
選
挙
も
終
わ
り
ま
し
た
が
、

相
変
わ
ら
ず
の
政
治
不
安
で
、
方
向
性

が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
都
市
農
業
は
今

後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
一
貫
性
の

あ
る
農
政
を
望
ん
で
お
り
ま
す

　
　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

一
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邊　

和
昭

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

好
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

三
𣘺一　
　

弘

お

知

ら

せ


